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 宮城県が２８年度から行っている「みやぎ漁師カレッジ」は、５日間の短期

研修のほか２９年度からは７ヶ月間の長期研修も行っていて、単に研修だけで

なく就業までサポートする取り組みが成果をあげている。 

 宮城県では震災の影響もあるものの沿岸漁業者は後継者不足から２０年後に

は現在の６，５１６人から半分に減少すると推測され、「漁業にない手確保育成

事業」をスタートさせた。釧路市でも高齢化に加え後継者がいるとする漁家は

およそ３割、このままの事態を放置するなら、沿岸漁業者は激減します。 

 宮城県の研修事業は、長期研修は７ヶ月間で希望者には仮設住宅を無償で充

てている。２９年度は１０代２、２０代３、３０代２人の合わせて７人が参加、

３０年度は２０代から４０代まで８人が参加している。 

 また、国の補助を活用して２人に月額１２５，０００円が支給それるので、

これを３人でシェアしている。 

 今年度の８人は県外からの参加であり、４人は漁業家の子弟だが、４人は別

な職業についていた。なかでも神奈川から参加した人は会社の後輩が女川にＵ

ターンする際に誘われ参加している。 

 「漁師カレッジ」の事業そのものは県が宮城県水産振興協会に委託し、女川

町などでの座学のほか海上での実習、船舶操縦士や海上無線技士、３級簿記な

どの資格取得もできる内容となっている。 

 さらに、就労・就業までの支援も行う取り組みで、２９年度の長期研修参加

の非魚家のうち１人はノリ養殖、もう１人はギンザケ養殖に就業している。 

 また、短期研修の参加者のうち２８年度の１人が准組合員の資格取得、２９

年度は高校生だった１人が定置網漁業に、もう１人が地域おこし協力隊に採用

され就業、東京から参加していた４０代の１人も就業と、まったく魚魚経験の

なかったにない手も確保する成果もあげている。 

 参加者に直接話を聞くと「会社員だったがやってみようと参加した。養殖で

独立したい」と希望を語る人、漁家の子弟だったが会社員として働き実家に帰

って就業を目ざしている人は「システム化してリスクヘッジを考え、ロマンあ

る仕事につきたい」などと話していた。 

 地域づくり、町づくりも課題になっているなかで新たな人生に踏み出す若者

を支援するこの取り組みは注目に値すると同時に、北海道・釧路でも多いに学

ぶべきとの実感を持った。 
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